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1　はじめに

　本研究は，幼児期の数概念形成の実態を明らかにし，

これからの数の指導の在り方を示すことを目的としてい

る．そこで，まず1995年に現在の幼児期の実態を把握す

るため，幼稚園，保育園合わせて33園の4，5歳児を対

象に数唱，計数，数理解，計算，数字の理解など最も基

本的な数概念の認識にっいて実態調査を行った．調査方

法は，昭和9年に山下俊郎が実施した方法をほぼ忠実に

　　　1）行った．

　前回の第1報にて，その実態調査の中の一部，数唱と

計数の課題にっいて，過去の5っの調査の結果と今回の

結果を比較し，およそ過去70年間にわたるその変化を検

討し，変化の要因について考察した．その結果，およそ

昭和30年を境に，数唱と計数の能力が顕著に高められて

いることがわかった．そして，このことは昭和30年以降

の日常生活の安定と豊かさが影響していることが示唆さ
れた．2）

　本論の第2報では，数唱，計数とそれ以外の数概念の

調査結果にっいて，幼稚園と保育園の対象児を比較し検

討することが目的である．また，第1報では幼稚園の結

果のみを報告したが，幼稚園と保育園の合計の結果を第

2報であわせて報告する．

　幼稚園と保育園の比較については，昭和9年の山下俊

郎の調査研究においても検討されている．山下は，保育

園の子どもよりも幼稚園の子どもの方が成績が良かった

ことから，幼稚園の子どもと保育園の子どもとの周囲の

環境の違いを挙げて，子どもをとりまくその環境が影響

していることを示唆している。現代の本調査結果には，

幼稚園と保育園との差があるのだろうか．山下の調査か

らおよそ60年が経った今，社会は大きく変化し，幼児を

とりまく環境も大きく変わった．本調査結果についても

幼稚園と保育園の比較を行い，現代のその比較結果とお

よそ60年前のその比較結果とを比較し，それぞれの時代

の比較分析の結果の要因について考察する．

　幼児の数概念の実態調査は，数系列，数理解，数字理

解の大きく分けて3っの内容にっいて行った．

・数系列は，いくっまで数唱や計数ができるかその最大

限の数を記録した．数理解にっいては，碁石を用いて3

っの課題を行った．いくっかの碁石を提示し同数だけ碁

石を取り出す，要求した数だけ碁石を取り出す，碁石で

示した2集合の加算・減算という課題である．

　数字理解では，1桁の数字の読み，1桁の数字カード

を組み合わせて2桁3桁の数字をっくる，示した数字の

数だけ碁石を取る，という課題を行った．

　詳細な調査の目的，方法，内容等にっいては，すでに

第1報で報告しているので本論では省略する．ただし，

調査対象にっいては第1報では幼稚園の内訳のみの報告

であったので，ここに保育園の調査対象も加え，幼稚園，

保育園のそれぞれと幼稚園，保育園の合計の内訳を改め

て記載する．

　　　　　第1表　調査対象人数等の内訳

　＊児童学科保育内容研究室

＊＊大学院人間生活学専攻3年

調査対象人数 無効人数 集計対象人数 年齢のレンジ

男児 女児 計 男児 女児 計 男児 女児 計

4 幼稚園 281 320 601 19 20 39 262 300 562 4：6～5：8

歳 保育園 90 82 172 10 7 17 80 75 155 419～5：11

児 計 371 402 773 29 27 56 342 375 717 4：6～5：11

5 幼稚園 309 286 595 24 21 45 285 265 550 5：7～6：1D

歳 保育園 84 77 161 10 14 24 74 63 137 5：8～6：11

児 計 393 363 756 34 35 69 359 328 687 5：7～6：11
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II調査結果

　調査の全結果と幼稚園、保育園の比較分析結果を第2

表から第9表に示す。表一1は4歳児の結果、表一2は

5歳児の結果を示している。

　すべての表には、幼稚園と保育園のそれぞれの結果、

幼稚園と保育園を合計した結果、さらに男女差の検定結

果、幼稚園、保育園の差の検定結果を示した。男女差、

幼稚園、保育園の差の検定はx2検定を行った。

1．幼稚園・保育園の調査結果

1）全体の結果にっいて

①いくっまで数を唱えることができるかという課題

　幼稚園、保育園、合計いずれの結果においても、半数

以上の子どもが4歳児では30以上の数を、5歳児では

60以上の数を唱えることができるようになっている。

表2　最大限できる数唱の範囲の内訳とその割合

表2－1〈4歳児〉

@　　数唱範囲

　　　　　幼　稚　園

j児女児 計 ％

　　　　　保育　園

j児女児 計 ％

　　　　　合　　　計

j児女児 計 ％

幼・保
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¥2－2〈5歳児〉
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計 285265 550 74　63 137 359328 687

＊P〈0．05　，　＊＊P〈0．01　，　Pく0．001

②いくっまで数を数えることができるかという課題

　50個の碁石を数えさせたのであるが、幼稚園、保育

園、合計いずれの結果においても、4歳児では4割以上

の子どもが30以上を、5歳児では半数以上の子どもが

50まで数えることができるようになっている。
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表3　計数できる数の範囲の内訳とその割合

表3－1〈4歳児〉

v数範囲 男児女児
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③同数を取り出す課題

　3、4、7、10個の碁石を示して、それと同じだけ

碁石をとらせた。4、5歳児ともすべての結果において、

数が多くなるほど正答率が減少している。幼稚園、保育

園、合計いずれの結果においても、4歳児では3個と4

＊　Pく0．05　，　＊＊　P〈0．01　，　＊＊＊　P＜0．001

個は90％以上、7個では約70％の正答率で、10個

になると正答は半数になる。5歳児では、やはりいずれ

の結果においても、3、4、7個は約90％、10個は

約80％の正答率であった。

表4　同数を取り出す課題についての正答率

問題

一1〈4歳児〉
@　　　幼　稚　園
@　　男児　女児 計

　保育　園
j児　女児 計

　　合　　計監
j児　女児 計

幼・保
ﾈ2検定

葦
1
7
0

95．0　99．0＊＊

X2．4　96，0
V1．0　67．3

T8，052．7

97．2

X4．3

U9．0

T5．2

97．5　97．3
X0．098．7＊＊

W2，574．7
U6，373．3

97．4

X4．2

V8．7
U9．7

95．6　98．7＊＊

X1．896．5＊＊
V3．7　68．8
T9．9　56．8

97．2

X4．3

V1．1

T8．3

・＊

磨磨

問題

一2〈5歳児〉
@　　　幼　稚　園
@　　男児　　女児 計

　保育　園
j児　　女児 計

　　合　　計
j児　　女児 計
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?Q検定

　
　
　
0
∩
δ
4
7
・
　
　
　
1

99．6　100．0
X7．9　99．6
W6．7　　90．6
V9．6　　76．2

99．8

X8．7

W8．5

V8．0

100．0　100．0
X8．6　100．0
X1．9　84，1
V9．7　82．5

100．0
X9．3

W8．3

W1．0

99．7　100．0
X8．1　99．7
W7．7　89．4
V9．7　77．4

99．9

X8．8
W8．5

V8．6

＊Pく0．05　，　＊＊P〈0．01　，　＊＊＊P〈0．001
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④要求された数を取り出す課題

　3、5、8、10個の碁石を取らせたのであるが、や

はり数が多くなるほど正答率が減少する。しかし、5歳

児においては3、5、8、10個の課題すべて90％以

上という高い正答率である。4歳児おいては、3個と5

個では約90％の正答率であるが、8個と10個では8

0％に満たない正答率である。

表5　要求された数を取り出す課題にっいての正答率

表5－1〈4歳児〉
問題 幼　稚　園 保育　園 合　　計 幼・保

男児　女児 計 男児　女児 計 男児　女児 計 κ2検定

3 93．1　97．0＊ 95．2 97．5100．0 98．7 94．2　97．6＊ 96．0 ＊

5 85．ユ　91．0＊ 88．3 93．8　89．3 91．6 87，190．7 89．0

8 774　78．3 77．8 82．5　88．0 85．2 78．4　80。3 79．4 ＊

10 72．1　79．3＊ 76．0 82．5　80．0 81．3 74．6　79．5 77．1

表5－2〈5歳児〉
問題 幼　稚　園 保育　園 合　　計 幼・保

男児　女児 計 男児　女児 計 男児　女児 計 κ2検定

3 98，9100．0 99．5 97．3100．0 98．5 98．6100．0＊ 99．3

5 98．2　98．5 98．4 97．3　98．4 97．8 98．1　98．5 98．3

8 92．3　93．6 92．9 93．2　95．2 94．2 92．5　93．9 93．2

10 93．3　97．4＊ 95．3 95．9　92．1 94．2 93．9　96．3 95．1

＊　P〈0．05　，　＊＊Pく0．01　，　＊＊＊P〈0．001

⑤計算の課題

　碁石を用いて3＋2、3＋7、6－2、9－7の問題

を提示した。足し算にっいては、4歳児では3＋2が約

80％、3＋7が約70％、5歳児では3＋2が90％
以上、3＋7が85％以上の正答率であった。引き算に

っいては、足し算よりもかなり正答率が低く、4歳児で

は6－2が約20％、9－7が約10％、5歳児では6－

2が約40％以上、9－7が30％以上の正答率であっ
た。

表6　計算課題にっいての正答率

表6－1〈4歳児〉
問　題 　幼　稚　園

j児　女児 計
　保育　園
j児　女児 計

　　合　　計
j児　女児 計

幼・保
ﾈ2検定

3＋2 78．2　80．0 79．2 91．3　81．3 86．5 81．3　80，3 80．8 ＊

3＋7 67．6　66．7 67．1 76．3　68．0 72．3 69．6　66．9 68．2

6－2 16．4　20．3 18．5 26．3　14．7 20．6 18．7　19．2 19．0

9－7 10．7　9，3 10．0 17．5　8．0 12．9 12．3　9，1 10．6

表6－2〈5歳児〉
問　題 　幼　稚　園

j児　女児 計
　保育　園
j児　女児 計

　　合　　計
j児　女児 計

幼・保
ﾈ2検定

3＋2 95．1　94．0 94．5 95．9　96．8 96．4 95，3　94．5 94．9

3＋7 85．3　85．7 85．5 86．5　85．7 86．1 85．5　85．7 85．6

6－2 42，139．6 40．9 52．7　50．8 51．8 44．3　41．8 43．1 ＊

9－7 31．9　29．4 30．7 48．6　42．9 46．0 35．4　32．0 33．8 ＊＊＊

＊　P〈0．05　，　＊＊　P〈0．01　，　＊＊＊　P，0．001
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⑥数字読みの課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　％以上，6から9までの数字は80％以上，0は75％

　0から10までの数字を読ませたのであるが，すべて　　以上の正答率であった．5歳児では，どの数字において

の結果において，4歳児では1から5までの数字は90　　も約95％以上の高い正答率であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　表7　数字読みの課題についての正答率

　　表7－1〈4歳児〉
問題 　　　幼　稚　園

j児　女児 計
　　　保育　園
j児　女児 計

　　　　　合　　計

j児　女児 計
幼・保
ﾈ2検定

1
2
n
6
4
5
6
7
8
Q
り
0

95．8　96．7
X4，3　96．0
X2，0　94．3
W7，8　91．3
W9．3　92．7

W5，185．7
W4．0　88．3
W5．1　86，3
W0．5　82．7

V7，177．0

96．3

X5．2

X3．2

W9．7

X1．1

W5．4

W6．3

W5．8

W1．7

V7．0

98，8　94．7
X6，3　96．0
X6．3　90．7
X3，8　93．3

X6．3　90．7
X2．5　86，7

X0．0　88．0

X5。0　92．0
X5．0　84．0＊

W7，5　98．0

96．8
C96．1

X3．5

X3．5

X3．5

W9．7

W9．0

X3．5

W9．7

W7．7

96．5　96．3
X4．7　96，0

X3．0　93．6
W9．2　91．7
X0，9　92．3
W6，8　85．9

W5，4　88．3
W7，4　87。5

W3．9　82．9

V9，5　79．2

96．4

X5．4

X3．3

X0．5

X1．6

W6．3

W6．9

W7．4

W3．4

V9．4

＊＊

磨
磨

表7－2〈5歳児〉
問題 　　　幼　稚　園

j児　女児 計

　　　保　育　園

j児　女児 計

　　　　　合　　計

j児　女児 計
幼・保
嘯Q検定

1
9
9
n
δ
4
ρ
D
R
V
7
・
0
0
Q
U
O

99．6　99．6
X8．2　99．2
X7．2　99．2

X7．5　98．9
X7．9　99．6
X6．8　98．1

X6．5　98，5
X7．2　98．5

X4，7　97．7
X4．0　94，0

99．6

X8．7

X8．2

X8．2

X8．7

X7．5

X7．5

X7．8

X6．2

X4．0

98．6100．0
X8．6100．0
X8．6100．0

P00．0　98．4

X8．6100．0
X7，3100．0
X8．6100．0
X8．6　98，4

X5．9　96，8
X8，6　98．4

99．3

X9．3

X9．3

X9．3

X9．3

X8．5

X9．3

X8．5

X6．4

X8．5

99．4　99．7
X8，3　99．4
X7，5　99，4＊

X8．1　98，8
X8，1　99，7＊

X6，9　98，5

X6，9　98．8
X7，5　98．5

X5．0　97，6
X5，0　94．8

99．6

X8．8

X8．4

X8．4

X8．8

X7．7

X7．8

X7．9

X6．2

X4．9 ＊

＊　P〈0．05　，　＊＊P＜0．01　，　＊＊＊P〈0．001

⑦数字をっくる課題　　　　　　　　　　　　　　　　　13と100は30％以上の正答率で，103では10

　一桁の数字カードで二桁，あるいは三桁の数字をっく　　％と正答率が低い．5歳児では，103でも35％の正

らせた．数字が大きくなるほど正答率が減少している．　　答率であり，10，13，100では65％の正答率と

すべての結果において，4歳児では10は45％以上，　　なっている．

　　　　　　　　　　　　　　　　表8　数字をつくる課題についての正答率

　表8－1〈4歳児〉
問　題 　幼　稚　園

j児　女児 計
　保育　園
j児　女児 計

　　合　　計
j児　女児 計

幼・保
ﾈ2検定

10 48，144．3 46．1 67．5　49．3＊ 58．7 52．6　45．3＊ 48．8 ＊＊

13 35．9　32．7 34．2 52．5　40．0 46．5 38．0　34．1 36．8 ＊＊

100 36．6　28．0＊ 32．0 51，3　36．0 43．9 40．1　29．6＊＊ 34．6 ＊＊

103 14．9　8．0＊＊ 11．2 26．3　12．0＊ 19．4 17．5　8．8＊＊＊ 13．0 ＊＊

表8－2〈5歳児〉
問　題 　幼　稚　園

j児　女児 計
　保育　園
j児　女児 計

　　合　　計
j児　女児 計

幼・保
?Q検定

10 73．0　72．5 72．7 74．3　68．3 71．5 73．3　71．6 72．5

13 67．0　67．9 67．5 63．5　69．8 66．4 66．3　68．3 67．2

100 68．4　63．8 66．2 75．7　63．5 70．1 69．9　63．7 67．0

103 42．5　35．1 38．9 40，5　34。9 38．0 42，135．1 38．7

＊　P〈0。05　，　＊＊　P〈0．01　，　＊＊＊　P〈0．001
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⑧数字の数を取り出す課題　　　　　　　　　　　　　　とらせた．正答率は高く，3，6とも4歳児では80％

　3と6の数字カードを提示してこれと同じ数の碁石を　　以上，5歳児では95％以上の正答率であった．

　　　　　　　　　　　　表9　数字の数を取り出す課題にっいての正答率

表9－1〈4歳児〉
問題 幼　稚　園 保育　園 合　　計 幼・保

男児　女児 計 男児　女児 計 男児　女児’ 計 z2検定

3 88，5　88．0 88．3 93．8　94，7 94．2 89．9　89，3 89．5 ＊

6 80．5　79．7 80．1 87．5　90，7 89．0 82．2　81，9 82．0 ＊＊

表9－2〈5歳児〉
問題 幼　稚　園 保　育　園 合　　計 幼・保

男児　女児 計 男児　女児 計 男児　女児 計 z2検定

3 98。9　99．2 99．1 97．3　98，4 97．8 98．6　99．1 98．8

6 94．7　97．7 96．2 97．3　96，8 97．1 95．3　97，6 96．4

＊　P〈0．05　，　＊＊Pく0．01　，　＊＊＊　P〈0．001

2）男女差について

　男女差にっいては，有意な差がみられた課題にっいて

示す．

①いくっまで数を唱えることができるかという課題

　4歳児では幼稚園の結果において，16～20は女児

に高く，101以上は男児に高く有意な差がみられた．

つまり，幼稚園では大きな数まで唱えられるのは男児に

多い傾向がある．5歳児ではやはり幼稚園の結果におい

て，91～100は女児に高く101以上は男児に高く

有意な差がみられた．（第2表）

②同数を取り出す課題

　4歳児にのみ男女差がみられた．幼稚園では3個，保

育園では4個，合計では3個と4個の結果においていず

れも女児に高く有意な差がみられた．（第4表）

③要求された数を取り出す課題

　4歳児では，幼稚園の3，5，10個の結果において

いずれも女児に高く有意な差がみられた．5歳児では，

幼稚園は10個の結果，合計は3個の結果において女児

に高く有意な差がみられた．（第5表）

④数字読みの課題

　4歳児では保育園の9の結果において男児に，5歳児

では合計の3と5の結果において女児に高く有意な差が

みられた．（第7表）

⑤数字をっくる課題

　4歳児では幼稚園の100と103の結果，保育園の

10と103の結果，合計の10，100，103の結
果において，いずれも男児に高く有意な差がみられた．

5歳児では，男女差はみられなかった．（第8表）

　このように男女差にっいては，その課題によって大き

く異なっている．数理解の課題として設定された，同数

を取り出す，要求された数を取り出すという2っの課題

では女児に高く有意な差がみられ，数字理解の課題であ

る，数字をっくる課題ではいずれも男児に高く有意な差

がみられるという傾向がある．これは，幼稚園保育園

合計いずれの結果も，また4歳児，5歳児の結果にっい

ても言えることである．また，数系列の課題である数唱

においては，4，5歳児の幼稚園と合計の結果で，10

1以上というとりわけ多い数を唱えるものには男児が多

い傾向がある．

　計数，計算，数字の数を取り出す，の3つの課題にお

いては，いずれも男女差は認められなかった．

2．幼稚園，保育園の比較分析結果

　幼稚園と保育園の結果の差をx2検定を用いて比較し

た．

①いくっまで数を唱えることができるかという課題

　数唱の課題において差がみられたのは，4歳児のみで

21～30（X2＝6．81，P＜0．01）では幼稚園に高く，

41～50（X2＝16．82，P〈0．001）と101以上（X2

＝4．13，P＜0．05）では保育園に高く有意な差がみられた．

っまり，4歳児では保育園の子どもの方が大きな数まで

唱えることができるようになっている．（第2表）

②いくっまで数を数えることができるかという課題

　4歳児では，41～50まで計数できた割合が保育園

に高く有意な差が認められた（X2＝3．95，P〈0．05）．5

歳児では，0は保育園に高く（X2＝4．12，P＜0．05），5
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0まで（X2＝5．65，P〈0．05）数えているのは幼稚園に

高く有意な差がみられた。4歳児では保育園の子どもの

方が，5歳児では幼稚園の子どもの方が大きな数まで数

えることができるという結果になっている．（第3表）

③同数を取り出す課題

　差は，4歳児のみにみられた．しかも，7個と10個

という大きな数である高度な問題において差が認められ

た．どちらも保育園に高く，特に10個では高い確率で

有意な差がみられている（7個：X2ニ5．53，P＜0．05，

10個：X2＝10。53，P＜0．001）．（第4表）

④要求された数を取り出す課題

　4歳児において，3個と8個の問題で保育園に高く有

意な差がみられた（3個：X2＝3．87，P〈0．05，8個：

X2＝4．07，P〈0．05）．5歳児では，全く差は認められな

かった．（第5表）

⑤計算の課題

　計算については，4歳児では小さな数の足し算である

容易な問題において，5歳児では引き算である高度な問

題において差がみられた．4歳児では3＋2（X2

＝4．13，P〈0．05）の問題で保育園に高く，5歳児では6－

2（X2＝5．33，P＜0．05），9－7（X2・＝11．42，P〈0．001）

の問題でやはり保育園に高く有意な差がみられた．（第

6表）

⑥数字読みの課題

　数字読みの課題では，大きな数字と0において差が認

められた．いずれも保育園に高く有意な差がみられてい

る．4歳児では8（X2＝6．71，P〈0．01）と9（X2

＝＝5．62，P＜0．05）と0（X2＝8．48，P〈0．01）に，5歳

児では0（X2＝4．68，P〈0．05）のみ差がみられた．小

さな数においては，いずれも正答率が非常に高く差がな

かった．（第7表）

⑦数字をっくる課題

　4歳児はすべての問題において差がみられ，5歳児は

全く差がみられなかった．4歳児ではすべての問題にお

いて，保育園に高く有意な差が認められた（10：X2＝

7．75，P〈0．01，　13　：X2＝7．89，P＜0．Ol，　100：

X2＝7．53，P〈O．01，103：X2＝7．14，P＜0．01）．（第

8表）

⑧数字の数を取り出す課題

　数字の数を取り出す課題においても，4歳児はすべて

の問題において差がみられ，5歳児は全く差がみられな

かった．4歳児では，やはりこの課題においてもすべて

の問題で保育園に高く有意な差が認められた（3：κ2＝

4．57，P〈0．05，6：X2＝6．61，P〈0．01）．（第9表）

皿　考　　察

1．全体の結果について

　本調査の課題の中で最も正答率が低かったものは，計

算課題の引き算であった．80％以上の正答率を示す他

の課題に比べ，引き算は4歳児では10％から20％，

5歳児では30％から40％の正答率である．足し算課

題に比べ引き算課題の正答率が顕著に低いのは，「どち

らがいくっ少ないですか」という質問の内容が実生活の

中ではあまり用いられないからではないか．それは，2

っの集合が目の前にあるときに，生活の中では「こちら

が○っ多い」というふうに考えることの方が多いからで

ある．幼児の生活をみていると，一桁の引き算は本調査

の結果よりももっと上手くやっている場面が観察され
る．3）

　他の課題においても同様に考えられる．日常生活の中

での数の能力は，本調査の結果よりももっと高いかもし

れない．ただ，本調査の結果は，幼児の発達の1つの目

安として考えることは可能であろう．

　男女差にっいては，いくっかの課題においてみられた

が，課題によって違う傾向がある．数唱と数字の課題に

おいては男児が，同数を取り出すことや要求された数を

取り出すといった数理解の課題においては女児が，正答

率が高い。これにっいての理由は，本調査のみでは分析

できない．

2．幼稚園，保育園の差について

　すべての課題の問題にっいて，幼稚園と保育園の結果

に差がないかどうかを分析した．

　その結果，いくっかの課題にっいて差がみられたが，

保育園の方が高い結果が多い．しかも，それはほとんど

が4歳児である．数唱や計数の課題では，保育園の方が

多くの数まで唱えたり数えたりできる子どもが多い．ま

た，同数を取り出す課題，要求された数を取り出す課題

数字読みの課題などは，数の小さな問題では差はないが

数が大きな問題になると保育園の子どもの方が正答率が

高い結果を示している．数字をっくる課題では，すべて

の問題において保育園の子どもの方に高く有意な差が認

められているが，この課題は他の課題に比べてどの問題

においても正答率が低く，困難な課題と考えられる．従っ
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て，本調査の4歳児においては，保育園の子どもの方が

高度な数の能力を獲得していると言える．

　しかしながら，5歳児では幼稚園と保育園の結果に差

がみられるものはほとんどない．5歳児において差がみ

られているのは，0の数字読みと本調査で最も正答率が

低く困難であったと思われる引き算課題で，保育園の方

が高く有意な差が認められた．

　これらの本調査における比較分析結果を考え合わせる

と，保育園の子どもの方が若干早い時期に数の能力を身

にっけるものの，その後すぐに幼稚園の子どもとの問に

は差がみられなくなると推察できる．

　こうしたことは，何が要因していると考えられるのか

保育園の子どもの方が早くから数概念を獲得できるよう

な環境にあると考えていいのだろうか．幼稚園と保育園

の子どもをとりまく具体的な環境の違いは何なのか，そ

れにいっいては調査していないので，今回の比較分析結

果の要因がどのような環境の違いによるのかは推察でき

ない．それは，子どもの生活環境は様々な要因が絡み合っ

ているからである．ただ，5歳児になればほとんど差が

なくなるという事実にっいては，考察を深める必要があ

る．

　最後に，昭和9年，およそ60年前に行われた山下の

調査と本調査の幼稚園，保育園の比較結果について考察

したい．山下の調査では，5歳児のみの調査であるので，

本調査の5歳児の結果を対象とする．山下の調査結果で

は保育園よりも幼稚園の子どもの方が成績が良く，山下

はその家庭の職業を指標にして，家庭環境の違いがその

要因と考察している．本調査では，5歳児おいては幼稚

園と保育園の子どもとの間にほとんど差がみられなかっ

た．現在では幼稚園と保育園の子どもたちの家庭生活の

差がなくなり，豊かになっていることを示している．そ

して，山下の調査に比べて本調査の方がどの課題も正答

率が高い．第1報においては，数唱と計数について60

年前と比較してその能力が高くなっているのは，日常生

活の安定と豊かさであることを示唆した．第2報のこの

結果も，同様に日常生活の安定と豊かさが数の能力を高

めた要因の1っとなっているだろう．そして，現在では

どの子どもにもそのような豊かな環境がいきわたってい

る時代となった．

IV　おわりに

　現在の平和な日常生活の安定と豊かさは，子どもたち

に様々な影響を与えている．本調査はその1っとして，

60年前の厳しい生活環境から現在の豊かな生活環境に

変わって，子どもの数の能力が高まったことを示す研究

となった．日本のすべての家庭の日常生活が安定し，豊

かになった今，子どもを育て教育していく中で考えなけ

ればならないことは何であろう．

　調査から得られた1っの結果は，子どもの一側面であ

る．今後，研究を進めるにあたって我々は，様々な事柄

が複雑に絡み合って子どもは成長し，その一側面を調査

を通してみているだけにすぎないことを理解することが

必要であろう．そして，子どもにとって，人間にとって

「数」とは何かということをも視野に入れながら，その

中で人間に必要な数の能力とは何か，幼児期にはどのよ

うな数の指導が必要なのかを考えることが大切であろう．

生活が豊かになった今，人間にとって「知的」とは何か

という本質を見っめっっ，子どもの生活に根ざした数の

発達と，その指導の在り方にっいてさらに考えていきた

い．
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〈ご協力いただいた幼稚園〉

四ッ小屋幼稚園（秋田県秋田市），ちぐさ幼稚園（群馬

県沼田市），追分幼稚園（秋田県南秋田郡），ソフィア幼

稚園（千葉県市川市），東岡幼稚園（宮城県仙台市），呑

竜幼稚園（栃木県佐野市），浄心幼稚園（宮城県柴田郡），

磯部幼稚園（群馬県安中市），白ばら幼稚園（群馬県渋

川市），北川口幼稚園（埼玉県川口市），竜ケ崎文化幼稚

園（茨城県竜ケ崎市），富士見幼稚園（神奈川県横浜市），

アソカ幼稚園（福岡県糸島群），真人幼稚園（新潟県新

潟市），香蘭幼稚園（神奈川県横浜市），めぐみ幼稚園

（栃木県宇都宮市），白山幼稚園（神奈川県川崎市），大

阪樟蔭女子大学附属幼稚園（大阪府東大阪市），八幡幼

稚園（東京都杉並区），わせだ幼稚園（埼玉県三郷市），

ひさみ幼稚園（埼玉県東松山市），慶岸寺幼稚園（東京

都狛江市），かぐや第二幼稚園（岐阜県岐阜市），福島め

ばえ幼稚園（福島県福島市）
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〈ご協力いただいた保育園〉

江戸川区立新田保育園，江戸川区立清新第3保育園，江

戸川区立船堀第2保育園，江戸川区立北小岩保育園，江

戸川区立堀江第3保育園，市川市立東大和田保育園，市

川市立富貴島保育園，市川市立鬼高保育園，市川市立中

国分保育園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C頂不同）

　なお，本研究は，東京家政大学大学院特別研究費によ

るものである．
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